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　 日 の 地では、 設の住宅建設に

度 や高 計画などが みつつあるが、 地

の地 や生業との関 の で、居住地・住宅 に

対する住 ー は多 であり、住宅計画 の 化は

しも ではない。また2 13 度 は、 の

や 事 が見える になり、住宅の

計画も 化し、 を れた 地の一 では住宅が

しつつある。しかしながら、住宅計画の はまだ

まだ りの にある。

　 は、そのような で、 設の住宅の の

に 住宅（ 住宅）に的を り、その

の 化を し、仮設住宅居住者の 住宅に

対する ー を らかにすることを 的とする。

　なお は、 に日 建築 の住宅計画

の 住宅 ー を 心に実施した。また、

は 1) 3)をとりまとめ したものである

が、その は 住宅の計画を行っている設計事

に してきた 。

　一方、 日 の の で 設の の住宅計

画に わる り みには、建築家 を とした ー

（ 日 にお る建築家による 支援

ー ） ー 、 の 地に入り居住者

ー の を行い住宅計画 につな ようという り

み などがある。また、建築計画 という意 では、

者の視点からのものもあり る。 は地域

的 的な視点から、かつ 要者の視点から、

に 住宅について住宅計画に対する ー に

いた計画 を らかにする点が である。

 の

（ ）調査の

　 の方 は、 に した「仮設住宅居住者

」により られる 見にもと く住宅計画 の

化である。この の対 は、仮設住宅居住者の

で 住宅を する者であり、仮設住宅での居住

実 と 住宅に対する ー を し 、 は

2 12 度に 、2 13 度に を対 に実施した。
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（ ）調査の

　 対 の仮設住宅は、 は ・ 住宅、

は ・ 住宅で、 住宅の 地や 子は に

したが、 的には の りである。

　「あすと長 仮設住宅（ 長 ）」は に 地し、

地 から 1 分と の利 性が い。 戸 は

233戸と である。

　「 の 仮設住宅（ の ）」と「 仮設

住宅（ ）」は共に に 地するが、 者

は の 津 （2 時点で人 4 人）

にあり、 は水産業 の地方 （ 、

）である。これに対し、 者は 津 （同時

点で人 13 人）に 地し、 は一 の 地もつ

の 心地で、生業は水産業も だが多 であ

る。仮設住宅は、 の は な 合 ス ー 施

設の の 上 場に建設され、 戸 は21 戸と多い。

は、 地に 地する 4戸と であり、居住

者の多くは にあった行 （戸建住宅が 心）

の居住者という をもつ。

　「 仮設住宅（ ）」は （2 14 2 の

人 1 1 人）の くに 地し、「 仮

設住宅（ ）」は （同 の人 11 人）

の いに 地する。これら は に するが

心地は 1 れ、共に入り りの られた 野

に 地が 、 は の水産業 心、

は水産業と共に の 業への 者も なくない。

また共に から の 的 住宅が にある

点が、 の と と異なっている。仮設住宅につ

いては、共に1 戸 の であり、 は

の同一 の居住者、 は の な地

から た居住者で される。

（ ）調査の ・

　 方 は居住者への個 を とし

た（ ）。 は居住者 性、 ー 、 提案 ６）へ

の反応の 項 であり、 にその 的 を した。

また 提案 については、 に す 項 ごとに

・ ・ からなる を作 し、居住者の意

上 しも 化していない意見 も き出すための

とした。

 の での  

　　＜2 12 ＞

（ ） と ・ （表 ）

　 の家 は 人 の世 が多く、 の と

では に高齢者のいる世 の 合が高い。この高さ

は、 での 築住宅建設の ー と

住宅を した場合、世 齢の い世 では

ー の方が さくなる場合が多いためと考えられ

る ）。

　 住地・住宅は、長 が 域で住宅 式も多

であるのに対し、 の と は地 かつ戸建住

宅がほと どである。これは生活 域や入居者 の

、およ 地域の住宅 性の れであろう。

（ ） の ら （表 ）

　 り合いは長 とそれ で きく異なり、 者 住

宅の り合いの 合は めて高い。 の は 津

が ・ という人 であること、

は の行 住 がほと どこの仮設住宅に 住

した ースのためである。なお、 り合いの に

や ・ 場・ が きく しているようだ。

　生活の と活 では、居住者は住戸の さや

性に心 を感じており、戸建住宅では たり であった

住戸 の に戸 いを感じている。また、居住者によ

表  調査 （ への 調査）　

年度 ２ １２年度  ２ １ 年度 手  

対 事  
■あすと長町 

（ 台 ） 

平成の森 

（ 町 ） 

中瀬町 

（ 町 ） 

■  

（ 町 ） 

 

（ 町 ） 

対 者 
17  

（ 公営希望14 ） 

21 名 

（  名） 

11 名 

（  ６名） 

 

（ 同 ） 

名 

（  名） 

方  
 アリング  

（ 自宅） 

調査 

（ ） 調査（ ） 

 アリング  

（ ） 

アリング  

（ ） 

時  2012 年 9  2012年11 2013年2  2 1 2  2012 年 1  2 1  

  

居住者    災前／ 災 ／今  

居住者ニー   災前住宅で気に入っていたこと・不満 

／ 災前 生活／これから 住宅に必要なこと 

（家 なし） 応  に いて 必要／不要／感じること 見とそ 由 
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 調査の 　

  あ 　 の 　 た   の

あすと長町 平成の森 中瀬町

 ）　　　 の

 　 の 　　  の 　  ( )

の

　 調査の （★ の 、 ）　

り 異はあるが、 ー や

に 的に している者も な

くない。

　その で ・ 場・ は

よく利用されており、出 いの場と

共に、 きや の場、 な住

戸を う として していると

推測される。

　その他としては、 の仮設住宅

の を 切にしたいとの

のほか、長 ではその 利 性、

の では の のつ

ながりなどの 性の いが見られた。

（ ） からの への （表 ）

　住宅では、 地に関して 子の関

を においた 居住地 へ

の 、住戸に関しての「子 が

た時の対応」などが見られた。子世 の 的な居住

地を くと、 では や であるが、 津地

では 水産業の な 1 の 、 津 地

では 2 の の ースが多い。これらは い な

ど日常の生活 の でもあり、農 業や地域 の

ー ス業 の地方 に見られる 性の れである。

　支援は、高齢者のいる世 が多いため 要との意見が

多いが、自 しなくてはとの意 もある。

　 ・ 場・ は、仮設住宅での利用者も多く、

ー や 合の場としての も強い。

設の住宅においても、生活に不 な であろう。

　住戸まわりでは、 戸との 、 ーへの要

台

233戸

津

218戸

志津川

84戸

中

80戸

大

120戸
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大  中  

い ある生活 

 

 

(1) な生活ができる 

(2)家族 を大切にできる 

(3)住民間 を大切にできる 

(4)従来 コミュニティを継 する 

地 コミュニティ・

高齢者 配  

(1) たな生活 点を くる 

(2)地 交 を する 

(3)高齢者 生活を支援する 

(4)子育て を する 

安全・安  (1)地 災 点を する 

(2)津波に い住宅を くる 

地 配  (1)地 や風土 を活かす 

(2)地場 を活用する 

(3)地 生業 生に な る 

配  (1) ・ ル ー 自立 をめ す 

時間 対

応 

(1) 成時 に対応する 

(2)人 年 に対応する 

 

 調査 の『提案』の と提 の

表 　 と ・ （ ） ＜あすと長町・平成の森・中瀬町＞

■あすと長町 ■平成 森 ■中瀬町

1）夫55、 妻
55、娘20
2）夫 娘
3）なし

1）夫55、 妻
45、娘20
息子20( )

2）夫 妻、長女
（ 生)
3）なし

1） 夫 0、妻
65、息子45
仮設外に娘と

2）なし
3）なし

1） 夫 0
2）なし
3）

1）夫45、 妻
50、息子20、息
子10
2）夫、妻
3） ２ 、 ２

1) 妻40、娘
2)妻
3)なし

1)夫60、 妻30
2)夫
3)

1) 夫60、妻
2)夫
3)なし(仮設に来
る前 あり)

1) 夫65
2)なし
3)なし

1) 夫80、妻 0
2)なし
3)なし

1） 妻80
2）なし
3）なし

1） 夫 0、妻
70
2）なし
3）なし

1） 妻50、息子
20、息子20
2）妻、息子、息
子（ 生)
3）なし

1） 妻60、息子
30
2）妻、息子
3）

1） 妻 0
2）なし
3）なし

1） 夫 0、妻 、
娘
2）なし
3）なし

1） 妻40、
0、 0

2）なし
3）なし

1) 夫50、 80
2)なし
3)なし

1)夫80、 妻80
2)なし
娘が同じ町

3)なし

1) 、 、
夫50

2)夫
3)なし

1） 夫60、妻60
2）夫
3）なし

1） 夫60
2）なし
3）なし

1） 夫50、妻
50、息子20
2）夫、息子（
生）
3）

1） 夫 0、妻60
2）妻
3）なし

1) 夫 0
2)なし
3)なし

1) 妻 0、娘40
2)なし
3)なし

1) 夫80、妻 0
2)なし
3)なし

1) 夫 80 、 妻
、息子2人 、

2)夫
3)なし

1) 妻60
2)妻
3)カメ１

1）
2）戸建
3）津波で全

1)
2)
3）津波で全

1）
2）分
3）地 で 災

1）
2）ケア ス
3）津波で 害

1）
2）２階建集合
3）外 れる

1） 津地
2）戸建
3）津波で全

1） 津地
2)戸建
3）

1） 津地
2）戸建
3）津波で全

1)志津川地
（中瀬町）
2)戸建
3)津波で全

1)志津川地
（中瀬町）
2)戸建
3)津波で全

1）
2）戸建
3）家やや く

1）
2）戸建
3）

1）
2）戸建
5）全 、

1）
2）戸建
3）地 で き、

で 落ち
り

1） 取
2）戸建
5）全

1） 津地
2）戸建( 物置)
3）津波で全

1） 前 地
2） 戸建
3）

1) 津地
2)戸建
3)津波で全

1)志津川地
（中瀬町）
2)戸建
3)津波で全

1)志津川地
（中瀬町）
2)戸建
（工場 用）
3)津波で全

1）
2）分
3）地 で 災

1）
4）戸建
5）地 で ・
体

1）
2）戸建
3）地 で一部
、 で居住

不

1）
2）戸建
5）大

1) 津地
2)戸建
3)津波で全

1) 津地
2)平屋 町営
3)津波で全

1) 津地
2)戸建
3)津波で全

1)志津川地
（中瀬町）
2)戸建
3)津波で全

1)志津川地
（中瀬町外）
2)戸建
3)津波で全

現在 家族 成等
1）家族 成・年齢
（５ 入）
2）仕事をも 家族
3）ペット

回 者

前住地・住宅
1)前住地
2）住宅 立地
3） 災

  

 ＜ ＞ 成・ 、 、  

＜ ＞ 、上 の  

＜  ＞ の  

 1) で っ た と､  

（ 、 、 、 ） 

 2) の での  

・ の （ 、 、 ） 

・ た と（ ） 

 ) からの と 

（ 、 、 、 、 、

） 

 ) での  

・ っ る と と 

・ からの でも き た と 

提案の  

 

 

のある  

・ への  

・  

への  

への  

の への 応  

の  ・言 と 

 

表  調査の 目

が強い。これらは戸建住宅の 性であり、 合住宅の

居住 の しい居住者が、戸 い なく 住宅

を できる となろう。

（ ）調査側からの『提案』への反応（表６）

　居住者の ー は 抽出できるもの かりでは

ない。 では、 住宅の や ー とし

て に されていた 7) )に、居住者にとって 考

となりそうな 地 住宅 の を え、居住者の ー

を抽出することを みた。なお 7)にも、 時 地

の の 地で の計画案（ の ）

が されており、これを 提案 として活用した。

　住戸（ (1)(2)）では、 き への意見が多く見られ

かつ賛 方あった。 き はこれまで農 で多く見

られたが、 祭が 化した 日、 しも めら

れる計画要 になっていない場合もあるようだ。日 り、

し、 の 、開放感に対する ー は強い。

　共用 ・配 （ (3)(4)）では、住戸 の ー 、

多 な 齢 の住戸配 に 賛意が られた。なお、

ー ー （ 戸 長 を ）は
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■あすと長町 ■平成 森 ■中瀬町

住宅

〇こ 場所／こ あたりが便利で良い。(10)
〇前住地 津波 恐怖がある で戻りたくな
い。(2)
〇4LDKまた 4DKを希望。(2)
〇最低でも二間 欲しい。(4)
★息子たちが来たとき ため 部屋がほしい。
★玄関から部屋まで 距離感があり、ある程度
プライバシー ある間取り。
★テラス等があり、プランターが置けたら最高。
〇何階でも大丈夫。(2)
★１階 介護施設で２階から 住戸というイ
メージ。
★今 仮設住宅 住民と一緒に住めたらよい
と思う。

〇前住地／そ 近く 公営住宅を希望。(3)
★親戚 いる場所 公営住宅を希望。
〇交通 便利さを重視。(2)
★年齢を考え一階でバリアフリー 住宅を希
望。物置が必要。
★娘が帰ってきた時 ため 部屋が欲しい。
★子供が帰ってきた時 ために3部屋くらい欲し
い。
★二重ローンになる で戸建て 厳しく、公営
住宅を希望。

★自分達 住んでいた土地 近くがいい。
★離れて暮らしている息子と共に暮らしたい。
★両親 ためにもこ 志津川に住みたい。
〇災害公営住宅でも良いと考えて いるがや
り戸建てが良い。(2)

★二人とも高齢 ため最低限 広さで十分。
★隣 家と近すぎないような距離にして欲しい。

支援

〇高齢者／障害者に対する支援がもっと必要。
(2)
〇安否確認／見守り 必要。(3)
★今あるような活動 そ まま継続できれ い
いと思う。
★話し相手がほしいと思っている人が多い。
〇自分たち 生活 自分たちでどうにかする。
(3)
★自立支援があれ もっといい で ないか。

〇支援など ある程度 必要だ／あった方が
たすかる。(3)
★高齢者 1人暮らし 人に 必要(支援員)だ
と思うがそれ以外 いらない。
★自分でできること 自分でやる。

〇見回り これからも必要／引き続きあったほ
うが良い。(2)
★高齢者支援あれ いい。

集会所・広場
・カフェ

〇集会所／皆で集まる場所 あったほうが良
い。(4)
〇集会所 台所 必要／もっと広いほうがい
い。(2)
★集会所 何を行っている かが分かるような
工夫が欲しい。
★カフェなど コミュニケーションができるところ
が欲しい。
〇広場があるとみんなが出てくることが出来て
いい。(2)

〇集会所や広場 必要／あったほうがいい。
(4)
★住宅地で協同作業や相談がある で、集会
所や広場 共に必要。
〇集会所や広場 あってもあまり使わない。(2)

〇集会所 必要／あった方がよい。(4)
★今 ように自由に使える集会所がいい。

住戸まわり

〇引き戸がよい。(6)
〇ある程度 気配が分かるような玄関。(2)
★向かい合わせ 玄関などにして、お互い 姿
が見えるほうがいい。挨拶できるような。
★プライバシーなど 観点から、玄関 ずらし
たほうがいい。
〇ガーデニングができれ よい｡(2)
★テラスなどがあると植物を育てられていい。
★縁側があるといい。
★ペット用 洗い場が欲しい。

〇隣戸と 距離が気になる。(2)
〇植木いじりや花を育てる場所が欲しい。(2)
★ペットが飼えるような住戸にしてほしい。

★ドア式だと明りが全く入らない。
★段差がない方がいい。
〇隣と離れている方がいい。(2)

表 　 からの への （ 言） ＜あすと長町・平成の森・中瀬町＞

（ ○ 2名以上の意見 ､(  ) 意見を言った世帯数、★ 1名だが着目できるもの）

表 　 での ら  ＜あすと長町・平成の森・中瀬町＞

（ ○ 2名以上の意見 ､(  ) 意見を言った世帯数、★ 1名だが着目できるもの）

■あすと長町 ■平成 森 ■中瀬町

知り合い

〇当初 同じ避難所から入居した世帯。(3)
〇当初誰もいなかった。(4)
〇自治会 役員をやり増えた。(8)
〇集会室利用／カフェ／イベントで増えた。(3)
〇近所付合い／朝 挨拶で増えた。(3)

〇当初同級生が何人かいた。(3)
〇当初同じ集落 知り合いがいた。(2)
★当初仕事関係 知り合いや従兄弟がいた。
〇あまりいなかった。(2)
〇カフェ／集会所などで知り合いが増えた。(2)
★避難所生活時 食事担当で増えた。

〇全員／ほとんどが知り合い(6)

生活 気持ちと
活動

〇狭いためもう一部屋欲しい／部屋が足りな
い。(3)
★隣戸 生活騒音が気になり、しっかりと睡眠
できない。
★前住宅 住戸間に距離があった で、最初
仮設 親密な関係に抵抗があった。

★仮設で 暮らしに 慣れるしかなかった。

〇サークル活動に参加／主催している。(4)
〇イベントに 参加している。(2)
〇サークル活動に参加していない。(5)
★自治会ができるまで 治安に対する不安や
不満があった。
★色々な人がいる でど ような対応をしてい
いか分からない。
〇交通 便が良い。(2)

★隣 住戸 音が気になる。
★お花 手入れをしている。
★少し離れた畑で野菜を作っている。

★イベントに 参加しているが、妻 津波
ショックが大きくあまり参加していない。
〇イベント／クラブに 参加していない。(2)
★ボランティアとして物資を配っている。

〇狭い が不満／ストレスになる。(2)
★４人家族 狭くてかわいそう。(５人から２部屋
借りられる)
〇狭いことに不満 ない。(2)（慣れた／一人暮
らし）

★活動に 積極的に参加している。
★炊き出しやそ 他 支援にも感謝している。
〇隣 部屋 物音が聞こえ不満／気を遣う。
(3)
〇チリ津波 時 なかった で仮設住宅 あり
がたい。

集会所・広場
・カフェ

〇集会所 よく利用する。(2)
〇集会所によく顔を出している。(2)
〇行事、カフェ、イベントで利用する。(8)
〇会議、用事でたまに利用する。(2)
〇集会所 あまり利用しない。(4)
〇広場 よく利用する。(3)

〇集会所 イベントがある時に利用する。(2)
★集会所 イベントに参加するためで なく、
友達とお話しをするために利用する。
★集会所 お年寄りが主に使っている。
〇集会所 利用していない。(3)
〇カフェ よく利用する。(2)
★妻 集会所やカフェをよく利用している。

〇よく利用している。(4)
★夜 何かと集会所に集まる。
★風呂もある で泊まることもある。
★週一回 朝 体操に 妻が参加している。
女 人 お茶会。
〇あまり利用しない。(1)

そ 他

〇現在 コミュニティ／人間関係 残していき
たい。(2)
★見守り活動に 継続してもらいたい。
★なるようになる。

★バリアフリー。
★こ 部落で 集団で 移転。コミュニティを大
切にしたい。
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表６　調査側からの『提案』への反応＜あすと長町・平成の森・中瀬町＞

（ ○ 2名以上の意見 ､(  ) 意見を言った世帯数、★ 1名だが着目できるもの）

入れがたいとの反応があった。戸建住宅の自由な生活の

ほか共同生活への慣れの問題もあろう。

　共用施設・地域開放（②(1)(2)）では、共同農園に対

して楽しみの一つになるなどの意見もあるが、意見が合

わない、揉めごとが起きそうなどの反応もあった。これ

まで戸建住宅でも畑仕事や花育ては日常的に行ってきた

が、あくまで個人のペースで自由に行ってきた。このこ

とが共同作業化への抵抗感につながると推測される。な

お共用施設の開放利用に対しては好意的であった。

　多世代配慮（②(3)(4)）では、高齢者配慮、子育て支

援について賛意が多かった。同じ共同化であっても、個

人の楽しみと共用施設とでは感じ方が異なるようだ。

　安全・安心（③(1)(2)）では、津波避難に関する賛意

が多く見られた。

　地域性（④(1)(2)(3)）では、地場産材や祭などに反応

したが、強い地域性の筋を見いだすことはできなかった。

地域性は建築計画分野での重要事項であるが、ある程度

専門的な視点で抽出・提案すべき事項と考えられる。

　その他としては、仮設住宅生活の長期化、入居時の抽

選方式、家賃などの不安に対する発言があり、居住者に

とっての切実な心配ごとと考えられた。

　なお上記のほか、「安全・安心」に関し浸水地域におい

住戸
(1) な生活 現
(2)家族 重視

〇続き間 便利な であった方がいい。(2)
★近所 人や が集まれる広い部屋がほしい。
〇 当りや風通し いいほうがいい。(3)
〇 も欲しいがフローリングも欲しい。(2)
〇 木がいい。(4)
〇 し入れや 多くほしい。(2)
〇テラス あったほうがいい。(3)

〇 当たりや風通し いい方がいい。(5)
〇続き間 ような部屋が欲しい。(2)
★続き間で ない 室がほしい。
〇木 くもり 必要。(3)

〇 当たりと風通しが大切。(4)
★続き間 必要。
★続き間 必要か 。
〇広いテラスが必要(3)

共用 間・配置

(3)住民間 くり
(4)従来コミュニティ継

〇 さなグルー ングにより確 に近所と知り合え
る。(6)
〇色々な年齢 人がいたほうがいい。(4)
★ 色々な年齢 に いて 、隣にど ような人が
来る かが重要。
〇 いまーる ような、住戸で中 を よう
な感じがいい。(2)
★グループ共同 ようだ。
★中 を住戸で 、高齢者に いいが い
人 だろう。
★畑や花 設置されている所とない所 ２ ター
ンがあるといい。

★ 々な年齢 が 在しているほうがいい。
★同じ地 でまとまっているほうがいい。
★同年 が近くにいてくれるほうがいい。
〇住戸が離れているほうがいい。(2)
★みんなで使える 地や 茶 など 必要だと思
う。

〇住戸と住戸にある程度距離がほしい。(3)
〇 グルー ング が きそうだ。(2)
★今みんな知り合いな で、 グルー ング
ややこしくなる。
★行 と 移動を希望。

共用施設・地

(1)生活 点 くり
(2)地 交

〇施設を地 に し、地 人達と交 がもてる
こと 良い。( )
★ を通してコミュニティが活 する で な
いか。
★コレクティブ コ ンミール 、自分 きな
で るが、人によるだろう。

★畑 やりたいが、共同菜 で ない。
★団地 施設を地 に くこと 、地 人たちと
交 場になり良い。

★ があれ しみ 一 になる。

〇集会所 必要。(2)
〇共同 め事がおきそうで 配。(2)
★ 中 になくてもいい。 くにあってもいい
で 。

多世 配
(3)高齢者生活支援
(4)子育て

高齢者に 介護 施設／住宅・仕 ／サー ス
がどうしても必要。(8)
子育て施設／ 所 ほしい。(5)
明かりが見える 、安否確認 手段としてい

い。(2)

高齢者 生活支援施設／見守り・安否確認 必
要。(5)
★ や資 が取れる施設が近くに欲しい。

高齢者 生活支援施設／見守り 必要。(3)
★ があれ お年寄りが使うだろう。

(1)地 災 点
を する
(2)津波に い住宅を
くる

★ や避難スペース 地 人 ためにもあっ
た方がいい。
★もし津波 災地 に住 としたら やかさ
必 。

★ くまで避難する 大 な で良い。
★ やトイレ 必要。避難所として利用できるよう
に。

★ 時にみんなが集まる場所があると安 でき
る。 地 だけでなく、 にもあるといい。
★ 時 ために避難する場所 必要。
高台が良い で 地 に 住みたくない。(2)

津波に い住宅 大切。(2)
津波が来ないところに建てる がいい。(2)

地
(1)地 や風
土
(2)地場 活用
(3)地 生業 生

地場 を使う に 成(2)
★ がり屋 考えすぎ。

りなど 地 集まり あった方が良い。(2)
地 あまりない／よくわからない。(2)

りなどができるスペースがあるといい。(2)
地 木 を使ってほしい。(2)

地場 など 不要／ に ない。(3)
★地 使う き。

そ 他
そ 他自由 見

★仮設で 生活が長引く が 配。
★前住宅 花 で 動物も めて自 を しん
でいた。共同 となると り 住民が色々な を
もってきてくれるが、これが 担。

★入居 方式に不満がある。自分が希望
するところに入居したい。
★公営住宅 家 が気になる。
★ペットが飼えるようにしてほしい。

★まず さ と 的なこと が重要。最低限な
住宅で良い。

★何事にしても 的な が一 。 なこと 何
も望まない。
★こ まま仮設住宅に住める なら こ ままで良
い。しかしもう１部屋欲しい。

安全・安

地 配

地 コミュニティ・高齢者 配

い ある生活

そ 他
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て浸水高さの上 に住戸を計画する に対しては居住

者は を さ 、「 への配慮」「時 化への対応」

など 的・長期的な視点に った事項への居住者の反

応は かった。しかし、 え 「時 化への対応」では、

住宅を する高齢者が した に、入

居を する者がいるのか。いない場合どう対応してい

くかなどは めて重要な 題となるであろう。

（ ） と と の

　 での から住宅計画への ー を する

と の の となる。計画の方 性が抽出できたも

の（ ）と、 き き が 要なもの（ ）がある。

者には、専門的な が 要なものと、 に居住者に

や意 を える が 要なものがある。 者には

え 、 合住宅の居住 ー や共同生活の楽しさな

どがあろう。

　 上の から、要 居住者 性 計画への ー

の関 を、 全 で した。 的に、 ー は

地 性と 住宅（ 合住宅 賃 ）であることに を

発し、これらが地 の関 要 と わり、それら要

が生業 の居住者 性に を した ー が

されていると考えられる。

　 住宅を計画する は、その 地がどこか、

地域での賃 住宅がもたれる ー 、 合住宅の

性を 案し、 ー を み き計画に反 していく

要がある。

　なお、この は の での をもとに

に を える。

 の での  ＜2 1 ＞

　 で した から した時点で実施した

ものであり、 提案 には に建設された事 や

生活の 子などの を えた。 では、 に と

の 点に し する。

（ ） と ・ （表 ）

　 の家 は 人 の世 が多く、 に では

高齢者のいる世 が多くを めている。また、 住地・

住宅は共に に 地する戸建住宅が多く、この地域の

住宅 性を している。

　なお、 地では や の 住宅

が一 しており、 らはこの住宅 式を した上

で 住宅を しているが、「 は戸建住宅を

」との が多く、 齢などの の で 住宅、

として（この地域では）や なく も 合

住宅を している 子がわかる。ただ、その にも、

同居の家 との 的な関 も にしながら

されている。 的な居住者 のためには、あるいは

い なども視野に入れた場合には、 住宅は

的な同居 居 居にも対応しうる計画であるこ

とが まれる。

（ ） の ら （表 ）

　 の多くの居住者が同一の 住地 であり、 見

りが多かった。また自 長の ー ー もあり強

な が されていた。一方、 の

居住者は同じ であるが な地 から ており、入

居 見 りは なかった。しかし、 の 地が

で い が同一 の 性もあり、地域支援

常 のもと やかな が されていた。 事

　 と の 　

への ＜ ＞

・
・来 時 対応
・続き間 否両方（要 ）

・住戸間 距離感、プライバシー

・
・グルー ング

・集会室・広場・カフェ
コミュニケーション、会合、息 き

・利用
・共同 否両方（要 ）

・希望するが自立もしたい

・グループ入居を

の
・多世 配
・地 不明
・ 配 、 年対応 的視点で

（ 年）

（ ・ ）

＞ 、
、

・
（ ）

世帯が

への
、

( )

とも、 に な共用施設

はなかったが、これまで自 で行わ

れて た行事が 実に行われていた。

（ ） からの への （表 ）

　　 調査側からの『提案』への反応

　　　（表1 ）

　 の の と共 する

分も なくなかったが、 の居

住者の発言にはいくつかの な「筋」

が見られた。

　 一は 戸建住宅 である。

え 、 の「 」「 」、 1 の「

い ス」「 」「 の くもり」の

などがこれに対応する。また、「
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表 　 の （ ）＜ ・ ＞

表 　 での ら ＜ ・ ＞

（ ○ 2名以上意見 ､( ) 意見を言った世帯数、★ 1名だが着目できるもの） 

■ ■大

知り合い

当初 分くらいが知り合いたっだ。（3）
〇自治会 活動／ イベント 参加で、知り
合いが増えた。(4)

〇 戸程度が知り合いだった。(3)
★スー ーで顔を見たことがある人がいた。
〇ほとんど知り合い いなかった。(2)
〇近所 きあいで知り合いが増えた。(3)

生活 気持ちと活動
〇自治会活動に参加している。(4)
〇 会／ トロール 参加している。(3)

★前住宅 40年以 で、 ・ 間風がす かっ
たが、それに 良い。
★前住宅より設 が良く仮設住宅でも満足。
★こんなも かと思うが部屋が狭い。
〇集会所などで 行事に 参加し が広がる。(2)

集会所・広場
〇自治会 行事で利用する。(6)
〇寄り合いでよく利用する。(2)

〇お年寄り／子供が利用している。(2)
★寄り合いや自治会 行事で利用する。
★土 集会所が いていない で仕事をしてい
る者に 不便。

そ 他

★ 気なら 色いリボンを出す（今で 出しっ な
し）。年配 方が 生を見守り （ がて
ら）。避難 （ 年に1回）、 せて地 ミ
い、 さま会。

★ えない。ストレス 最初に 、慣れてき
た で少なくなってきた。

れあい共同農園」が賛 であるのも、これまで

であった戸建住宅での自分 の生活の れであろう。な

お、「 き 」は では 的に えられた。

　 は 生活 である。 え 、 の「 業

の作業 の き場」や 1 の「 」（ ）

や「 で 産 を いて べる」「 の が見える」、

共 きが多いための「子育て支援」などがこれに対応する。

これらは、住戸 り 、共用 などの計画にお る

がかりとなり る。 え 、 の の設計事

では 関 りに の スペースを設 た事 が

あったし、 の見える 上 スに設 た 産

ー もさほど な ではないだろう。

　そのほか、 1 の「ほと どの家に と 」があ

り、「祭り」も 切にされていることなどは、水産業の

から ている。 え は1 に が合 し

てできたが、 それ れに や があり と

の関 が めて強い祭があり、

生業だ でなく心 でも

との が い。

　 は 高齢 対応 で

ある。 え 、 の「見 り」

「 ー」、 1 の「

りで 子がわかる設計」「見

り ー ス」がこれに対応

する。これは、 住宅

者に高齢者が多いこととも関

が きい。

　そのほかにも重要な ー

ー があった。その一つが

津波時の避難である。 では 地から避難に する

高 は くないが、多くが を とした。その 由の一

つが、 人の避難の いに応じなかったことであり、日

の避難 や意 が より 切との意見を で い

た。また、子や などの の 対応への も見ら

れた。

（ ） の調査 との

　 と の を すると、共 点は、住戸の

対応、共同農園の難しさなど。 点は、 で

は き や住宅の 地性などの 戸建住宅 が強く

出ており、 生活 に わる意見も 的である。

より の の方が生活 に わる地域性が く

出ている。なお の対 事 は しも を代

するものではなく、 時点での の 住宅建

設の も異なっていた。しかし生活 慣や考え方は、

の方が共 し との をもった。また

1) 夫80 妻
5
2子 外2

2)なし
3)なし

1)夫 5 女70
3子 町 1、
2

2)なし
3)なし

1)夫40
（ ）
2)夫
3)なし

1)夫70、 妻70
2子 外2

2)なし
3)なし

1)夫 50 、 妻
50、娘20
2)夫、妻
3)なし

1)夫35、 妻35
娘10 娘5 息子5
2)夫
3)なし

1) 夫80 妻
5
1子 町

2)妻
3)なし

1) 夫 65 、妻
65、娘40 娘35
15
子2 町 1、
1

2)夫、妻 3)

1) 女70
1子

2)なし
3)なし

1) 夫80、妻70
2子 外2

2)なし
3)なし

1) 夫50、妻50、
息子5
2)夫
3)なし

1)夫80、 妻70
2子 1、
外1

2)なし
3)ない

1) 夫65、 妻
60
1子 外

2)夫、妻
3)なし

1)夫 60 、 妻
60、妻 90

2子 外2
2)夫、妻
3)なし

1)夫70、 妻65
4子

2)夫
3)なし

1) 妻70
2子 1、
外1

2)なし
3)なし

1)中 町
2)持家戸建て
3)津波で全

1) 町
2)持家戸建て
3)津波で全

1) 町
2) 戸建て
3)津波で

1) 町
2) 家戸建て
3)津波で全

1)大
2)町営木
3)津波１

1)町方
2)持家戸建て
3)津波で全

1) 町
2)持家戸建て
3)津波で全

1)
2) 住
3)津波１

1) 町
2)持家戸建て
3)津波で全

1) 町
2)
3)

1)長 町
2) ア ート
3)津波時 災

1) 町
2)持家戸建て
3)津波で全

1) 町
2)持家戸建て
3)津波で全

1)大町
2)借家戸建て
3)全

1)大
2)町営木
3)津波１

1)花
2)借家戸建て
3)全

当 戸建て
公営、年齢で
建

2人 時 仮設
で、１人になっ
たら子供と住

年 に子供
が帰ってくるか
も

家 隣と離れて
いる戸建て 方
が良い

広いなら息子夫
と同居希望、

妻 当 戸建て

戸建てで入居
い 希

望

当 戸建てだ
が、 0 1人暮ら
しであきらめ

戸建てを希望 で 地な
し、戸建て希望だ
がとりあえず公営

当 戸建て
希望

戸建てで入居
い 希

望

で あり
戸建て希望、娘
２人 寄せたい

当 出来るな
ら戸建てで い

を希望

外 息子夫
と4人暮らし

希望

来 希望／

なき限り、 戸建て
建 式を し必ず

しも持家を しない。
公営住宅 も集合住宅を

する（居住者認 ）。

■

前住地・住宅
1)前住地
2）住宅 立地
3） 災

現在 家族 成等
1）家族 成・年齢
（５ 入）
2）仕事をも 家族
3）ペット

回 者

■
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■ ■大

立地／住宅

( 来 希望
／ を く）

い物と に便利なところ（2）
物置（ 用タイ 、スコップ、 ）（2）

が近い（2）
子供や が来たときに泊まれる（3）

★ 業 作業 間／ 置き場（ を く 、カ
、 、 、工 、カッ など）が欲しい。集合住宅

なら、 業仕事 がしたたり落ちるも が多く いも
する で１ が良い。

支援 見回りを継続してほしい／ 来必要になる（4） 見回り 良い。（2）

集会所・広場 自治会 行事や会合などに必要（3）

住戸まわり 物や植物を植えられる がほしい（2） 玄関 に 物も置ける場所を（2）

そ 他 バリアフリー（2） 仮設住宅に住み続けたい（2）

表 　 からの への （ 言）＜ ・ ＞（表 ）住宅の計画では、この

ような地域性を、 の

を まえ み き、計画

に しながら行う 要

がある。

 と の

　計画 の 点として

11の を考えた場合、こ

れら 項 と で た

の対応を で みた。

　 については一 の

見を たが、水産業 の地

域が多いものの、 地には

まだまだ があろう。実 の

住宅の計画では、

地域の 性を に み く

要がある。また 地域の

は を さないし、

の を見 き

する で居住者の も わ

る。 事 にお る居住者

の反応を見 りながらの計画

が不 である。

　なお、「 を実

する住宅性 」については、

の 地での津波への対

応 は、 的に高 ・

上 ・ 高さなど

であり、居住者からの

反応を ることはできなかっ

た。 他地域での を行

うのであれ 、 専門的な

場から ・ の 要が

ある。

　 に計画 の に

は、 との などの生活

、建 の問題などが

えている。それらの視

点から、 を 化さ る

要がある。

表 1 　調査側からの『提案』への反応 ＜ ・ ＞（表 ）

■ ■大

住戸
(1) な生活 現
(2)家族 重視

当たりと風通し（3）
広いテラス 良い（花、洗 物を す）（5）
続き間がほしい（5）
縁側 良い（4）

★ほとんど 家に 間と がある（1）

当たりと風通し（3）
広いテラス 良い（3）
続き間がほしい（3）
縁側 良い（4）
木 くもり ある 良い（4）

★どこも を に るしていた。それを
洗っていた り き（ き ） 残してほしい。

共用 間・配置
(3)住民間 くり
(4)従来コミュニティ継

集会場（ 、おし り、 り）、 れあい 茶、花を
見れる 間 良い。（2）

色々な世 が 在する 成（2）
世 在 うまく行くか （2）

★住宅間で行き来して、 間で 物を いて食 る
ことがよくある。 あと 体が えている で。大
ストッカー（ ）が必要。

集会所や共同食 などでコミュニケーションをとるこ
と 必要（3）

同じ年齢 方が話が合う（3）
グループ入居 希望しない（2）

共用施設・地

(1)生活 点 くり
(2)地 交

れあい共同 良い（3）
れあい共同 きじ ない／一人でやりたい

（3）

れあい共同 良い（2）
人 がよい（4）

りで 子がわかる設 良い。 色い ンカ
チを出す 動をしていたが今 出しっ し（5）。

子育て支援 良い（ 町な で共 きが多く
育 が多い）（2）

高齢者 見守りサー ス 良い（3）
子育て支援 必要（3）

(1)地 災 点を
する

(2)津波に い住宅を
くる

しても、1階にガレージ 成（2）
〇 災システ よりとにかく ることが大切。 く
なった人 多く 安 して なかった人。（2）
★避難 が必要

津波が来ないことろに住みたい。（2）
★ が見えた方がよい

地 配

地
(1)地 や風土

(2)地場 活用
(3)地 生業 生

お り 必要（3）
い住宅 屋 配が るい（3）

トタン屋 が多い（2）
風 が見えること（3）

お り 必要（3）
★ 親族 配るために作っている。
慣。 を すという こ 地 風 。

そ 他自由 見

る部屋以外に２部屋ほしい。人が来るし人も
る（2）

★屋 に がれる レベーターを
★家 が高い。地 的に も低く、 も必要なとこ
ろ。全 にしないで欲しい。

★いきなり を立てて安全 を めるも で な
い。人間 育、 え るルートや えを大
切にするまち くりを。

安全・安

多世 配
(3)高齢者生活支援
(4)子育て

そ 他

い ある生活

地 コミュニティ・高齢者 配

の

　 の

側 た
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支援事 （2 14 1 ）

・ ・ 仮設住宅・自 長、他自 長（2 13 1 2 ）

・ 生 、 支援事 （2 14 2 ）

・ 仮設住宅・自 長（2 14 3 ）

) 考 ） ) を 考に作 した。

7) の の の出 は 記 の「よいとこ 2 12

11日」である。

2 12 2

) え 、 一戸建住宅 家（ 3 ）を、生活 建

支援 2 を 、 地1 を から 地、3 ー を

だ場合、 は 44 。これに対し、 住宅（1 ）

の家賃は 2 であると されている６）。

1) ・高 ・ほか 要と 対 者の 要

住宅の建築計画 に関する その1、日 建築

1分 、 13 13 、2 13

2)高 ・ ・ほか 仮設住宅居住者の住宅計画に対する ー

住宅の建築計画 に関する その 、日 建築

1分 、 13 13 1、2 13

3)高 ・ ・ほか 仮設住宅居住者の住宅計画に対す

る ー （ ） 住宅の建築計画 に関する その 、

日 建築 1分 、2 13

4） 子 ー ・ 支援 ー から見えてくる建築

的 の 、建築 12 、 1 1 3 3 2 13 11

） ・ほか 地 での 支援を じて その1・

2、日 建築 （農 計画）、 4 2、2 13

） ・ 野 ・ ・ほか 日 の住宅 に関

する 者の実 ・意 化 の仮設住宅入居世 に対

する「2 11 」と「2 12 」の ー から、日 建築

計画 、 、 4 1 4 、2 14 2

) 住宅 住宅の計画・ に る 業 の

とりまとめについて、2 12 3

) 住宅 < >、2 12

) 住宅高 ま くり ース 4 、2 12

　 の実施にあたって、仮設住宅の居住者の方 お

よ 関 の方 に多 なるご いただいた。この

場を り感 の意を したい。なお、 は

2 度 支援 を 実施した。

1)2 12 度より 設 され、 は の りであった。高

（ ） （ ）、 （ 業 ）

日 子（ ） （ ）

子（日 子 ） （日 業 ） （

）、 （ ） （ ） （ ）

（ ） 安 （ ）、安 子（長 ）、

（ ）

2) 的には、 合住宅の 画・計画・設計 の業 にかかわる21

の設計事 によって される、1 2 に設 された「 合住宅

」であり、 要は 記 の りである。

　

3) え 、 4)に 要が されている。

4) え 、 ) ）がある。

）なおこの に え、 、 の として、 実

施に め しておくべき事項、 の 上 要な事項などの

のため、 の （ 時期）に を実施した。（

地・仮設住宅の や 住宅の建設 、仮設住宅が 地の

と 地域との関 など）

・ 住宅 （2 12 ）

・ 支援事 （2 13 1 ）

・ の 仮設住宅・自 長（2 13 2 ）

・ 仮設住宅・自 長（行 長）（2 13 2 ）

・ 建築住宅 、 支援 （2 13 ）・ 農

宅 、 建設 、 支援

表 11　 の着 と 調査の の 応

た の着  
での   

（上 の 以 の調査での反応も ） 
た  

. を す

る  

 （ を ） か との と  

 （ か を ） の の 、 での  

の での

応  

（ の ） の （ ）、

の  

の ・

の反  

 の ・ と 、 

の  

 

と の ・  の と の 、 

が見 る との （ ） 

の からの 、 

の世 の の  

 の 応、 

き の 、 

・ ・ への 応 

・ の  

 ・ の と の   

での

の 見の反  

を

た 成 

（ ） の 、

の  

の 意 の  

（ の ） 

・  の と の 、 

の ・ の反 、 

の （ ） 

の  

 （ の 応）の  き の  

・  る  上の の る 査 

のた の

 

意 成の ・  （ ）の意 との  が る の の  

の  （ も であ 、 ） の の  

との  （ ）の との   
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